
第１回芝山町総合教育会議 議事録 
 

開催期日   平成２７年５月２２日（金） 
       15：00～16：03 

会  場   芝山町 南庁舎 ２階第１会議室 
 
出席委員 

  相川町長、内田教育長、伊橋委員(職務代理）、小川委員、坂井委員、鈴木委員 

関係部署出席者 

   教育課    関谷課長、秋庭学校教育係長 

   総務課    小川企画政策担当課長、行方副主幹、秋庭財政係長 

   福祉保健課  斉藤主幹 

事務局 

   総務課    佐久間課長、井上行政係長 

 
１．開会  総務課長 

    ・総合教育会議の公開及び傍聴について 

２．あいさつ  相川町長 

３．会議出席者の紹介 

４．協議・調整事項 

 １．芝山町総合教育会議について 

  (１) 芝山町総合教育会議の概要について（資料１） 

    （事務局より説明） 

  (２) 芝山町総合教育会議設置要綱について（資料２） 

    （事務局より説明） 

  質疑 

   （小川委員） 

   ・年２回開催ということですが、大綱を策定する際は別に会議を開催するとのことですが、 

予算編成時の１回と、もう１回はいつごろ開催するのか。 

   （事務局） 

   (回答)予算編成時の１０月と、年度当初の４、５月の開催を予定しております。 

 

   （鈴木委員） 

   ・様々な経緯や、きっかけでこの総合教育会議が開催されることとなった訳ですが、政 

治的中立性の確保等が今後の課題となっていると思うが、相川町長の今後の総合教育  



会議のあり方について伺いたい。 

   （相川町長） 

   (回答)私は基本的には、今までの、教育委員会会議の中でも十分対応していくことがで 

きたものと思う。ただ、法律の改正によって総合教育会議が設置されたわけです 

ので、首長と教育委員会が協同で進めていくことは非常に良いと思う。予算の関係 

にしても教育予算の全てを個々で協議し、決定するわけでは無いと思いますが、生 

徒児童、社会教育等 町の教育の全般について委員のみなさんご意見を伺いなが 

ら協議してまいりたい。 

 

   （鈴木委員） 

   ・この時期に総合教育会議を開催することは、すばらしいと思う。首長が招集するという 

ことは、民意を反映するということと思いますので、町長として、どのように民意を反映し 

ていくのか。 

（相川町長） 

   (回答)この総合教育会議の開催は、私としても、早い時期に開催している。新教育長が 

4 月に就任し、３年の任期の中で、早い時期に開催をしようと思っていた。 

民意の反映については、私は、今までも、全ては町民のため、全てを町民のためと 

いう哲学のもと、進めてきた。今後はその全てをどのように活かしていくか、子供た 

ちのためにいつでも応援できる体制として、この総合教育会議を進めて生きたい。 

より迅速に対応できる体制として、この会議があるわけで、すばやい対応のもと、教 

育に関する抜本的な役割としてこの会議を進めたい。 

 

   （鈴木委員） 

   ・町長の意見を聞いて安心した。この総合教育会議は町長部局の招集となっているが、 

●●市では、政治的中立性などのことから市長がこの制度に反対しているようで、教育 

委員会部局に委任することになっているが、法的にも可能と聞いている。芝山町では、 

総務課が事務局となっているようだが、確認をしたい。 

   （総務課長） 

   (回答)いろんな例がありますが、招集の部分は、町長部局、大綱の部分は教育委員会 

に委任している団体もある。芝山町については、総務課が事務局でこの会議を進め 

ていく。 

 

   （内田教育長） 

   ・いままでは、教育委員会に予算権が無いということで、この総合教育会議が設置され 

たことで、直に予算に関する協議がこの会議でできるので、風通しの良いものとなると思 

う。 



（相川町長） 

   (回答)この会議において、１０月ごろに次年度の予算請求時期でもあるので、その中で 

必要なものは、議論・協議をして予算確保につなげていきたい。 

 
   （以上、協議調整事項１については、質疑なし） 
    
 
 
 ２．芝山町の教育に関する大綱について（資料３） 
    ・地方教育行政法による大綱について 
    ・芝山町の教育に関する大綱について 
        （事務局より説明） 

 

  意見・質疑 

   （鈴木委員） 

   ・よくできていると思う。成田空港に隣接している特性として、芝山町らしさを明記したほ 

うが良いと思う。 

（総務課長） 

   (回答)お手元に配布してあります、総合計画（中期基本計画概要）と教育便覧について 

は、整合性が図られており、これに沿って教育大綱が策定されると思います。今後 

の議論になりますが、大綱の目標年度について協議していただくことになりますが、 

委員さんからの意見についても明記することは可能と思う。ただ、大綱については、 

非常にシンプルな団体もある。本来重要なのは、この会議の場であって、ここで意 

見交換することによってどのように反映していくかを検討していくことが必要と思い 

ます。 

   （相川町長） 

   大綱の裏には、裏付ける様々な施策があるので、結び付ける仕組みづくりが必要である。 

 

   （鈴木委員） 

   ・これからの子供たちには英語教育が必要不可欠である。空港に近接していることも含 

めて大綱に盛り込んだら良いと思った。 

   （内田教育長） 

   ・大綱とは、大きなくくりの中で策定したものであるので、その下の施策を結びつけて、町 

の教育行政を進めていけば良いと思う。 

 

   （小川委員） 



   ・スケジュール的に大綱を策定する時期は？ 

   （事務局） 

   （回答）総合教育会議上は、大綱は速やかに策定するものであるが、委員の皆さまによ 

って協議するので、本年度内に策定できれば良いと考えますが、早いうちに策定さ 

れるのであれば良いのですが・・・ 

   （町長） 

   ・大綱については、本年内までに策定するようにしてはどうか 

 

   （総務課長） 

   ・先ほど説明をさせていただいた、中期基本計画、教育便覧にあります、４本の柱につい 

て、基本とし、これに裏付ける施策を紐付けしながら大綱の素案として次回の会議に提 

示させていただくことはどうか？（委員より了承を得る） 

 

   （小川委員） 

   ・教育施策については、毎年評価を実施するが、大綱についての評価はあるのか？ 

   （事務局） 

   ・大綱にかかる策定年数については、町長の任期や教育振興計画からみて概ね4～5年 

が適当と考えております。 

    
   （その他、意見質疑等なし） 
 
 その他 

 ・次回会議の協議調整事項   大綱の策定について 

 ・次回会議日程           ７月２２日（水） 16：00～ 

                      会場 芝山町南庁舎 第１会議室 

 

終了時刻  16：03 


